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１．はじめに
　CiNii（国立情報学研究所による学術情報サービス）の論文データベースには「ギャップイヤー」
に関わる16件の論文があり，そのうち12件が大学教育に関わるものである。入試制度や国際交流
プログラムの改革の議論の中でギャップイヤーが検討されているのだ（国立情報学研究所，
2015）。入試制度については、欧米と日本の大学入学時期の半年のズレを否定的に捉えるのではな
く、この入学時期ギャップを利用して学生を海外で研修させ、グローバル人材に必要な英語力や異
文化対応力を育成することを目指す入試制度改革が東京大学を中心に検討されてきた（斉藤，
2013）。このような事情で日本ではギャップイヤーは高等教育に組み込まれた形で語られることが
多い。
　そもそもギャップイヤーとは何か。イギリスで大学合格者が大学の許可を得て入学時期を１年間
延期し、教育制度や家庭から離れた形で多様な活動を行なうことがギャップイヤーの典型で（砂田，
2912）、旅、ボランティア活動、就労体験、留学等が行われる。資金調達の為のアルバイトもこの
期間中に行なわれ、単一の活動ではなく複数の活動を組み合わせることが多い。大学はギャップイ
ヤー経験者の学習動機の高さ、主体性、退学率の低さ等を肯定的に捉え入学延期を許可するが、大
学の制度としてギャップイヤーが行なわれるわけではなく、あくまでも学生個人が計画・実践する
慣習であるⅰ。入学時に限らず在学中あるいは卒業と就職の間に実施する例を含めるとイギリスで
は２割の大学生がギャップイヤーを実施するといわれている。（青木：2009，小山他：2004，斉藤：
2013）
　この慣行は地域的、年齢的な広がりをみせ、イギリス以外の欧米・オセアニア出身者、あるいは
社会人もギャップイヤーを実施している。これらの広がりを含めて捉えると、ギャップイヤーは人
生の一時期に典型的ライフステージから逸脱し非日常空間で何らかの活動をすることで、海外渡航
を伴うことが多い事象である。
　ギャップイヤーには、グランドツアーと修行という２つの起源があるといわれ、どちらも欧州で
行なわれていた旅を伴う学びの伝統である。グランドツアーは、イギリスの貴族や富裕層の子弟が
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　例えば廣瀬（2010）は、グローバル人材は主体的市民性が基盤となるはずであるが、主体的市
民性とは何か、それをどのように培うべきかという議論がなされていないと指摘している。彼は、
民主主義社会での市民たる条件である主体性の特徴に、他者尊重、批判的思考、異質性・多様性へ
の寛容、自己責任等を挙げ、主体性は生得的ではなく教育によって身につくものであるとしている。
　また、コミュニケーション能力ということばの意味が共有されていないことを課題とする意見も
ある。他者に寄り添い正確に他者を理解する能力、社会のしくみを知る能力、表現力、社会的相互
作用における結果を生み出す能力等で構成される「社会的知性」が育成目標能力として認識される
べきという主張である（西村，2012）。

２．４．ギャップイヤーに注目する意義
　海外渡航のうち、旅行、留学、駐在については学問上の研究、および企業活動のための資料の蓄
積があるが、ギャップイヤーについては上記のCiNiiの検索件数が示すように研究の蓄積が少ない。
日本でのギャップイヤーの認知度が高くないことが先行研究の少なさに表れていると思われる。ま
た、留学、駐在、国家間就労協定のような一定の制度を背景とした事象であれば実施母体が明確で
あり、実施母体を通じて調査協力者にコンタクトすることが可能だが、実践者自身が企画する旅・
修学・就労の３要素を含む複合目的の海外渡航であるギャップイヤーは、研究のための調査協力者
を得ることが難しいことが研究の蓄積を妨げている可能性もある。
　研究の蓄積が少ないギャップイヤー経験を「学び」の視点で分析し、留学とギャップイヤーの学
びの質および教育的意義の違いを明らかにすることによって、海外渡航の一類型としてのギャップ
イヤーの現代日本社会での意義を検討することができる。また今回のギャップイヤーに関わる知見
が、研究の蓄積が少ない渡航事象、たとえば出稼ぎや国家間就労協定の課題推測にも活用できるこ
とも期待できるだろう。

３．研究方法
　本研究の目的は、ギャップイヤー実践者のギャップイヤー経験に対する認識のありかたを明らか
にすることで、このような研究は個人が自分の経験をどのように解釈しているのかを理解する質的
研究に属す。自然現象と異なり、人間を対象とした研究では、研究者が調査協力者の世界を客観的
に説明することが困難であることを認識することが重要である。本研究も前記の認識を共有し、研
究者と調査協力者の対話によって調査協力者の世界を理解するという解釈学的立場をとる（波平・
道信，2005）。研究の過程は、個人と周囲の世界との相互作用に注目して分析を進めるマイクロエ
スノグラフィの原則に則って進められた（箕浦，1999）。
　質的研究では調査協力者の視点にたって事象を理解するために、事象の背景、場面、状況、その
他の事象の関係性等の文脈を明らかにすることを重視する（波平・道信，2005）。今回実施した半
構造化インタビューでも、ギャップイヤー中の行為とそれに対する調査協力者の解釈とともに、ギ
ャップイヤーに至る経緯、周囲の人々との関係、ギャップイヤー一般に対する認識、将来のビジョ
ンや計画について話を聞いた。インタビューは録音し、音声を書き起してデータとし、概念ごとに
ラベルをつけ、それらをカテゴリー化しさらに構造化する手順で研究が進められた。
　調査協力者は４名の出身国が異なるギャップイヤー実践者で、10代後半から20代後半の男女そ
れぞれ２名ずつである。出身国は日本、イギリス、カナダ、ドイツの４カ国である。
　インタビューの実施にあたっては、調査協力者にとって快適な環境を確保することを心がけ、調
査協力者と筆者が相談し、自宅、勤務先の静かな部屋、喫茶店、庭園でインタビューが実施された。
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家庭教師を伴い当時の欧州先進国を周遊するもので、教育が社会制度化される以前に行なわれてい
た家庭での教育の仕上げと、大人になる通過儀礼という機能があった（小山他，2004）。一方、修
行の旅は若い職人が徒弟として各地を渡り歩く伝統である（岡本，2001）。現代イギリスでのギャ
ップイヤーは、地球市民教育プログラムを起源として始まったが（青木，ibid.）、ギャップイヤー
の社会的認知度の向上に伴う目的と活動の多様化や商業化、ボランティア活動の形骸化等の変化に
より、地球市民教育は後景化している。
　日本でのギャップイヤーに関わる議論には、大学の制度として実行することが前提とされている
こと（文部科学省，2014等）、政府や企業がグローバル人材育成の手段と捉えていること（中津，
2013）の２点の特徴があり、個人の慣行として捉えられているイギリスの状況とは異なっている。

２．学び
２．１．海外渡航と学び

　海外渡航には、レクリエーションとしての旅、駐在・派遣・就業経験等の業務、語学研修・留学
等の教育等、多様な形があるが、いずれにしても出国・移動・目的地での滞在・帰国という一連の
過程の中で、国内に留まっていては得ることができない経験をすることが予測されるという点が共
通している。
　留学の成果については地平の拡大、言語・文化・ビジネス理解の深化（OECD，2014：342）や
異文化対応力、積極性・行動力、目的達成力、問題解決力、政治・社会問題への関心、外交・国際
問題への興味、平和に対する意識、地球的課題に対する意識（小林，2015）等があげられている。

２．２． 学びと教育
　学ぶこととは変わることである。クラントン（1999）は「学習とは、経験によってもたらされ
る思考、価値観、態度の持続的な変化である」としている。その学びをもたらす場や過程が教育で
あるとすると、その機能には個人の成長、知識の洗練、労働者としての能力向上、市民（社会構成
者）としての能力の育成という４側面があるといわれている（Bartlett&Burton，2012）。

２．３．学びと教育・学びの背景：現代社会
　現代社会には多くの特徴があるが、学びや教育と関わりが深いのはグローバル化、知識社会化、
変化の速さであろう。グローバル化と教育の関係については、グローバル人材育成推進会議（2011：
３）によれば、「我が国経済が新たな成長軌道へと再浮上するためには、創造的で活力のある若い
世代の育成が急務である。とりわけ、グローバル化が加速する21世紀の世界経済の中にあっては
…国際的に活躍できる『グローバル人材』を我が国で継続的に育てていかなければならない。」と
されている。
　また知識の蓄積と情報操作による知的・経済的価値の形成が社会の営みの中核となる知識社会（小
林，2001）も、社会変化のスピードの加速に伴う転職の常態化とともに、継続的な能力向上プレ
ッシャーを生み出している。
　これらの社会的状況がグローバル人材育成の必要性を喧伝する官民一体の動きを活性化し、人々
の生活に影響を与えている。グローバル人材とは、語学力・コミュニケーション能力、主体性・積
極性、チャレンジ精神、協調性・柔軟性、責任感・使命感、異文化に対する理解と日本人としての
アイデンティティーを併せ持つ個人である（グローバル人材育成推進会議，2011）とされているが、
曖昧かつ、ハードルが高く、有効性が疑われる概念として批判を受けている面もある。
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極性、チャレンジ精神、協調性・柔軟性、責任感・使命感、異文化に対する理解と日本人としての
アイデンティティーを併せ持つ個人である（グローバル人材育成推進会議，2011）とされているが、
曖昧かつ、ハードルが高く、有効性が疑われる概念として批判を受けている面もある。
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の信頼の欠如等の大人の態度が高校卒業者のギャップイヤー実施を躊躇させているのではないかと
Ａさんは考えている。また、短期の旅行、ボランティア等、学生が参加可能な学校外の活動の選択
肢の多さもギャップイヤー実施の障壁として挙げられた。
　ギャップイヤーでは肯定的経験も否定的な経験もあった。オーストラリアでのアルバイト先での
勤労姿勢への高い評価、現地社会についての新しい知識の獲得、国籍を超えた友情の形成、ギャッ
プイヤーを実践する年齢が若者に限らず多様であると気づくなど、事前の知識と経験の違いを学ん
だこと等、肯定的経験が語られた。同時に、健康不安や新たな同行者たちとの対立、旅程変更を余
儀なくされる等、否定的な経験も話された。
　Ａさんは、肯定・否定両面の経験によって自分が成長し自立度が高まったことを実感していた。
親の心理的・経済的庇護のもとを離れ、不慣れな土地で新しく出会った人々と折り合いをつけなが
ら過ごし、無事に帰国できたことで、夢見がちであった自分が現実的になったと述べていた。つま
りギャップイヤーが心理的な自立をもたらすとの当初の期待は、ある程度充足されたのである。ギ
ャップイヤーによって快適な環境から抜け出る経験をもっと多くの人がすべきだとＡさんは主張し
ていた。
　一方で、ギャップイヤーのあり方や質については個人によって異なると捉えている。ドラッグや
アルコールを伴って大騒ぎする等、自国でできることをギャップイヤーの名目でわざわざ海外で行
なう人が多いことを彼女は憂いていた。
　ギャップイヤー期間中に既に入学が許可されたものとは別の大学に応募して入学を許され、Ａさ
んが実際に入学したのは後から応募した大学である。ギャップイヤーの社会的評価について彼女が
具体的に述べることはなかったが、ギャップイヤー期間中の大学再応募の事実は、ギャップイヤー
が大学入試に不利になると彼女が考えていなかったことを示唆しているだろう。
② 調査協力者Ｂさん
　Ｂさんは、大卒就職後３年半で退職しギャップイヤーを実施した、日本出身の20代後半の女性
である。名の知られた企業での終身雇用の職を離れ、アメリカで１年間、給与と宿舎が提供される
インターンシップを行い、旅行を経て帰国した。彼女は出発前から１年後に必ず帰国し日本で再就
職すると決めていた。このアメリカでのインターンシップは、世界的に有名な企業が応募から採用
まで緻密な書類整備と面接を課す競争率が高いもので、Ｂさんはその全ての過程を他者の力を借り
ることなく一人で行った。情報はwebを通じて収集した。ギャップイヤーのタイプとしては、母
国での２つの雇用の間の１年間に限定し母国で次の仕事に就くことを前提とする、社会人のギャッ
プイヤーである。インタビューは帰国後の再就職が決まった時点で実施された。
　大学在学中に１年間英語圏に留学し、語学研修のみならず学部の授業にも参加し英語力を養った。
今回は学業ではなく、海外で与えられた役割を遂行する就業体験を希望してインターンシップをす
ることを決め、さらに日本人であることを活かすことができる当該のインターンシップを選択した。
学業では味わえないやりがいの実感を得たい気持ちがあったという。
　現地で経験した、自分の変化する部分と変化しない部分、相反する認識のバランスをとることを
学んだことを成果として認識していた。現地の仕事場では国籍別に業務が分担されていたが、宿舎
は国籍混合であった。素早く状況を判断する能力の向上、日本人同僚との友人関係の形成等、他者
が見てもわかる変化とともに、自分自身の気づきや認識の変化が成果として挙げられた。就労経験
や収入等インターン参加動機の違い、職業選択にあたり常識や思い込みに縛られていた自分、留学
時よりも深化した日本や日本人に対する客観的認識、集団生活の中で国籍別イメージの形成が進む
のと同時に、国籍差よりも個人差が大きいことを認識するという一見相反する認識の形成等、多く
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調査の趣旨を説明し、調査への協力の意思確認と録音の許可を得てから、原則として調査協力者の
母語で実施された。ドイツ出身の調査協力者については、筆者がドイツ語を解さないため、調査協
力者と筆者の共通言語のうち、調査協力者が自分を表現するのに快適であると選択した言語である
英語を用いてインタビューを実施した。調査協力者のプロフィールを以下に示す。

表１　調査協力者プロフィール

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

出身国 イギリス 日本 カナダ ドイツ

性別 女性 女性 男性 男性

年齢 10代後半 20代後半 20代後半 20代後半

渡航前の職業 高校生 会社員 会社員 大学生

渡航先
オーストラリア、
ベトナム、タイ

アメリカ 日本 日本

渡航先での行動 アルバイト、旅行 有期雇用 雇用 修学、アルバイト

調査時期 終了後 終了後 実践中 実践中

４．結果
　この項では、まず個人別にインタビューで聞き取った内容を示し、次にインタビュー全体に対す
る分析結果を示す。

４．１．個人別の結果
　以下にインタビュー実施時期の順に４名それぞれが語った内容の概略を述べる。
① 調査協力者Ａさん
　Ａさんはイギリス出身の10代後半の女性で、大学入試機能を兼ねた高校卒業試験（Ａレベル）
の後、入学を許可された大学への入学を１年間延期した。彼女は高校卒業と大学進学の間の１年間
という、イギリスで典型的なギャップイヤーの実践者である。帰国後、大学進学直前にインタビュ
ーが行なわれた。
　ギャップイヤー期間中には、まずオーストラリアでアルバイトをして資金を調達し、その後ベト
ナムとタイを旅した。Ａさんは情報収集や全体の計画を主体的に進めるのと同時に、他者の力も活
用している。出身高校の同級生をギャップイヤーの同行者にして自分自身の精神的負担を軽減する
とともに、親を説得する材料とし、オーストラリアとタイでは親戚や親の知人に事前の情報収集や
滞在先提供の面で力を借り、知人がいないベトナムの旅は斡旋業者を通じて予約した。
　ギャップイヤーは、いつ知るようになったかを覚えていないほどＡさんや周囲の同世代の友人の
間では一般的な事象である。彼女にとってギャップイヤーは、念願のオーストラリアへの長期滞在
と自立願望を実現する機会であった。家族の中で一番若く、早生まれでクラスでも最年少であるこ
とが多く、常に自分自身を子どもっぽいと感じていたＡさんは、大学進学にふさわしい心理的成長
ができていないと感じていた。また、小学校から続いた試験のうち最大の関門であったＡレベル試
験のための受験勉強後のブレイクという意識もあった。ギャップイヤーでよくみられるボランティ
ア活動については、大学進学後に経験したいとのことであった。
　上記のようにギャップイヤーのイギリスでの社会的認知は高いようだが、彼女の高校の同学年で
ギャップイヤーを実際に行なったのは２名のみで、社会的認知に比べ実施率は高いわけではない。
ギャップイヤーの潜在的希望者は少なくないのだが、出身高校の進学熱、父母の過保護や子どもへ
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の信頼の欠如等の大人の態度が高校卒業者のギャップイヤー実施を躊躇させているのではないかと
Ａさんは考えている。また、短期の旅行、ボランティア等、学生が参加可能な学校外の活動の選択
肢の多さもギャップイヤー実施の障壁として挙げられた。
　ギャップイヤーでは肯定的経験も否定的な経験もあった。オーストラリアでのアルバイト先での
勤労姿勢への高い評価、現地社会についての新しい知識の獲得、国籍を超えた友情の形成、ギャッ
プイヤーを実践する年齢が若者に限らず多様であると気づくなど、事前の知識と経験の違いを学ん
だこと等、肯定的経験が語られた。同時に、健康不安や新たな同行者たちとの対立、旅程変更を余
儀なくされる等、否定的な経験も話された。
　Ａさんは、肯定・否定両面の経験によって自分が成長し自立度が高まったことを実感していた。
親の心理的・経済的庇護のもとを離れ、不慣れな土地で新しく出会った人々と折り合いをつけなが
ら過ごし、無事に帰国できたことで、夢見がちであった自分が現実的になったと述べていた。つま
りギャップイヤーが心理的な自立をもたらすとの当初の期待は、ある程度充足されたのである。ギ
ャップイヤーによって快適な環境から抜け出る経験をもっと多くの人がすべきだとＡさんは主張し
ていた。
　一方で、ギャップイヤーのあり方や質については個人によって異なると捉えている。ドラッグや
アルコールを伴って大騒ぎする等、自国でできることをギャップイヤーの名目でわざわざ海外で行
なう人が多いことを彼女は憂いていた。
　ギャップイヤー期間中に既に入学が許可されたものとは別の大学に応募して入学を許され、Ａさ
んが実際に入学したのは後から応募した大学である。ギャップイヤーの社会的評価について彼女が
具体的に述べることはなかったが、ギャップイヤー期間中の大学再応募の事実は、ギャップイヤー
が大学入試に不利になると彼女が考えていなかったことを示唆しているだろう。
② 調査協力者Ｂさん
　Ｂさんは、大卒就職後３年半で退職しギャップイヤーを実施した、日本出身の20代後半の女性
である。名の知られた企業での終身雇用の職を離れ、アメリカで１年間、給与と宿舎が提供される
インターンシップを行い、旅行を経て帰国した。彼女は出発前から１年後に必ず帰国し日本で再就
職すると決めていた。このアメリカでのインターンシップは、世界的に有名な企業が応募から採用
まで緻密な書類整備と面接を課す競争率が高いもので、Ｂさんはその全ての過程を他者の力を借り
ることなく一人で行った。情報はwebを通じて収集した。ギャップイヤーのタイプとしては、母
国での２つの雇用の間の１年間に限定し母国で次の仕事に就くことを前提とする、社会人のギャッ
プイヤーである。インタビューは帰国後の再就職が決まった時点で実施された。
　大学在学中に１年間英語圏に留学し、語学研修のみならず学部の授業にも参加し英語力を養った。
今回は学業ではなく、海外で与えられた役割を遂行する就業体験を希望してインターンシップをす
ることを決め、さらに日本人であることを活かすことができる当該のインターンシップを選択した。
学業では味わえないやりがいの実感を得たい気持ちがあったという。
　現地で経験した、自分の変化する部分と変化しない部分、相反する認識のバランスをとることを
学んだことを成果として認識していた。現地の仕事場では国籍別に業務が分担されていたが、宿舎
は国籍混合であった。素早く状況を判断する能力の向上、日本人同僚との友人関係の形成等、他者
が見てもわかる変化とともに、自分自身の気づきや認識の変化が成果として挙げられた。就労経験
や収入等インターン参加動機の違い、職業選択にあたり常識や思い込みに縛られていた自分、留学
時よりも深化した日本や日本人に対する客観的認識、集団生活の中で国籍別イメージの形成が進む
のと同時に、国籍差よりも個人差が大きいことを認識するという一見相反する認識の形成等、多く
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調査の趣旨を説明し、調査への協力の意思確認と録音の許可を得てから、原則として調査協力者の
母語で実施された。ドイツ出身の調査協力者については、筆者がドイツ語を解さないため、調査協
力者と筆者の共通言語のうち、調査協力者が自分を表現するのに快適であると選択した言語である
英語を用いてインタビューを実施した。調査協力者のプロフィールを以下に示す。

表１　調査協力者プロフィール

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

出身国 イギリス 日本 カナダ ドイツ

性別 女性 女性 男性 男性

年齢 10代後半 20代後半 20代後半 20代後半

渡航前の職業 高校生 会社員 会社員 大学生

渡航先
オーストラリア、
ベトナム、タイ

アメリカ 日本 日本

渡航先での行動 アルバイト、旅行 有期雇用 雇用 修学、アルバイト

調査時期 終了後 終了後 実践中 実践中

４．結果
　この項では、まず個人別にインタビューで聞き取った内容を示し、次にインタビュー全体に対す
る分析結果を示す。

４．１．個人別の結果
　以下にインタビュー実施時期の順に４名それぞれが語った内容の概略を述べる。
① 調査協力者Ａさん
　Ａさんはイギリス出身の10代後半の女性で、大学入試機能を兼ねた高校卒業試験（Ａレベル）
の後、入学を許可された大学への入学を１年間延期した。彼女は高校卒業と大学進学の間の１年間
という、イギリスで典型的なギャップイヤーの実践者である。帰国後、大学進学直前にインタビュ
ーが行なわれた。
　ギャップイヤー期間中には、まずオーストラリアでアルバイトをして資金を調達し、その後ベト
ナムとタイを旅した。Ａさんは情報収集や全体の計画を主体的に進めるのと同時に、他者の力も活
用している。出身高校の同級生をギャップイヤーの同行者にして自分自身の精神的負担を軽減する
とともに、親を説得する材料とし、オーストラリアとタイでは親戚や親の知人に事前の情報収集や
滞在先提供の面で力を借り、知人がいないベトナムの旅は斡旋業者を通じて予約した。
　ギャップイヤーは、いつ知るようになったかを覚えていないほどＡさんや周囲の同世代の友人の
間では一般的な事象である。彼女にとってギャップイヤーは、念願のオーストラリアへの長期滞在
と自立願望を実現する機会であった。家族の中で一番若く、早生まれでクラスでも最年少であるこ
とが多く、常に自分自身を子どもっぽいと感じていたＡさんは、大学進学にふさわしい心理的成長
ができていないと感じていた。また、小学校から続いた試験のうち最大の関門であったＡレベル試
験のための受験勉強後のブレイクという意識もあった。ギャップイヤーでよくみられるボランティ
ア活動については、大学進学後に経験したいとのことであった。
　上記のようにギャップイヤーのイギリスでの社会的認知は高いようだが、彼女の高校の同学年で
ギャップイヤーを実際に行なったのは２名のみで、社会的認知に比べ実施率は高いわけではない。
ギャップイヤーの潜在的希望者は少なくないのだが、出身高校の進学熱、父母の過保護や子どもへ
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　彼が在籍するドイツの大学では、交換留学は通常２年次に行うものだが、彼は卒業年度末期に留
学した。通常は卒業して就職する時期だが、それを遅らせて来日したのである。制度上１年後の帰
国が想定されているとはいえ、実質的には、学業と就職の間のギャップイヤーである。
　Ｄさんは子どもの頃からアニメを通じて日本文化に触れていたが、高校生のときにインパクトが
特に強いアニメに出会ったために日本に対する興味が強くなり、市民講座を利用して日本語を学び
始め、ドイツ国内の２つの大学で日本語を専攻した。第１の大学で日本語が思うように修得できず、
自習に集中するために休学したが学習は進まなかったため、退学して２年間就労した。働き始めた
当初は勉強から離れ働くことや人々との交流を楽しんだが、長時間労働による健康被害の懸念が生
まれ、また当時の仕事が一生のキャリアとは思えず、別の大学に入学しなおし、再び日本語を専攻
した。第２の大学では第１の大学での知識や技能の蓄積に加え、交友関係を最小限に絞り勉学に集
中したため、良好な成績で卒業に向け順調に進級することができた。また、在学中にドイツで出会
った日本人とともに日本に２ヶ月滞在したこともある。
　優秀な成績をおさめることができた大学での日本語学習であったが、日本語を実際に使う場があ
まりなかったため、日本語を使うことができる環境に身をおく方法のうち最も費用がかからない手
段として交換留学制度を利用した。しかし、来日後に予想とは異なる事態が続き、インタビュー時
点では大学は居場所ではなくなっていた。
　留学中の大学には留学生向けに彼が得意な英語による講義も用意されていたが、彼は日本人学生
と同じ講義を受けることを希望し、日本語で行なわれる講義を履修していた。これらの講義の予習
復習にかなりのエネルギーを割いていたところ、重要な人間関係が崩壊し鬱状態になり、学習意欲
が急速に低下して予習復習が滞り、日本語での講義が理解しきれない状態に陥ってしまった。また、
就職を常に意識して好成績をキープし就活に勤しむという、日本人学生の典型的な行動パターンは、
Ｂさんの視点から見ると学生の本来あるべき姿ではなく、彼らとの交友関係を築く気が起きなくな
った。これらの事情で大学から足が遠のくようになり、アルバイト中心の生活を送るようになって
いたのである。
　日本でのアルバイトは居住地にある宿泊施設の受付で、宿泊者とのコミュニケーションがあるだ
けではなく、経営者や同僚を含んだ地域住民との関わりが強くなっていた。居住地は来日前にドイ
ツで複数の友人の推薦があった、東京23区内の住宅地に隣接した商店街を選んだ。リベラルな住
人が多いところが故国の住環境と似ている上、地域の人々が彼を外国人ではなく仲間としてみてく
れると感じ、快適だと感じていた。特に、地域コミュニティの為に奔走するある人物を尊敬するよ
うになった。Ｄさんはもともと人々の生活に興味をもっていて、１箇所に長く滞在してはじめて人々
の生活がわかるようになるのだから、海外へ渡航するのであれば旅よりも長期滞在を選びたいという。
　彼は、学校制度や親の庇護といった快適な環境から出て、知り合いのいない場に身をおくことに
ギャップイヤーの意味があると考えている。この点ではドイツでの２つの大学の間の就労期間が自
分にとって第１のギャップイヤーであったと思っている。この期間に、お金や家族の有り難さを実
感し、自分がしたいこととしたくないことが明確化するという形でビジョン形成の契機を得る機会
であった。キャリアビジョン形成については、高校卒業の時点で将来を見通して大学の専攻を選択
するのは難しく、一度社会に出てから大学に進学するのも良いのではないかとＢさんは考えている。
　ギャップイヤーの社会的評価について尋ねたところ、ドイツでは大学生が半年から１年休学する
のは極めて珍しいわけではないが、企業は休学期間の成果の質を採用時の評価基準にするとの見解
を示した。
　Ｄさんの帰国後のキャリアビジョンはまだ明確ではない。第２の大学入学のころから日本語ある
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の認知的変化がインタビューの中で語られた。変化ばかりでなく変わらない経験もしている。渡航前
に期待していた自分の性格の変化は１年では実感できなったことは期待はずれであったということだ。
　Ａさんとは異なり、Ｂさんはギャップイヤーについて誰でも成功するわけではない点を強調して
いた。職業等の経験を積む目的で海外渡航する場合には、強い目的意識をもつことが必要で、期待
はずれのことが起きたときに対処できる力もギャップイヤーを成功させるために重要だと考えていた。
③ 調査協力者Ｃさん
　カナダ出身で20代後半の男性Ｃさんは、大学卒業後４年半の間母国で会社員として働いていた
が、仕事がルーチン化していて、自分の持つ業務遂行能力やリーダーシップを発揮できず、昇進も
望めない状態に行き詰まりを感じ続けていた。自立と新しいキャリア探索のために前職を辞し来日
し、英語学校の講師として働いている。帰国するか否か、あるいは帰国する場合の時期も現段階で
は決めていない。Ｃさんのケースは、高校から大学への間のギャップイヤーではなく、社会人のギ
ャップイヤーである。来日後６ヶ月が経過した時点でインタビューが行なわれた。
　渡航先に日本を選択したのは言語と文化に慣れているからである。Ｃさんは日本以外の外国への
渡航歴がない一方、日本には交換留学とワーキングホリデイⅱでそれぞれ９ヶ月滞在したことがある。
　Ｃさんも渡航準備のためにWebを活用した。仕事と住居は来日前にインターネットを通じて情
報収集、応募、手配を行った。来日後も母国の友人と週１回、メールでコンタクトを続け、両親と
は週に１‒２回web電話をしている。普段手紙は書かないが、来日後に親の誕生日にカードを送っ
てみて、紙媒体の方が心情に訴える力があって良いと再認識した。また、IT技術が外国滞在者の生
活の質を変えたのではないかと思っている。
　日本に来て働くうちに自己肯定感が高まった。語学教師として受講生の個別ニーズを正確に把握
し適切に対応するうちに、受講生から肯定的フィードバックを得ることが多くなり、対人業務の側
面で有効感を得ることができているからだと自己分析している。また、受講者の成長を見る喜びを
実感することから達成感も得ている。職業的肯定感と並んで、生活上も家族の心理的・経済的サポ
ートからの自立を実感できるようになったことにも満足感を覚えている。
　現在日本で彼が住んでいる地域の人たちとの関係は快適である。外国にいる気がしないのと同時
に、興味をかき立てられる人との出会いがあり、包摂感と違いを楽しむことのバランスがとれてい
るからである。「違う」ということについて、それを受け入れ楽しむというスタンスをとっている。
町の中で見知らぬ人が不意に近づいてきていきなり英語で話しかけられることが時々あり、多少不
愉快に感じるが、その他の違いについては母国と違っているだけと思えば気にならない。却って自
分の想像を超えるような経験をしている人々との出会いが多く、それを面白いと思っている。
　英語学校の講師として順調に仕事を進めているとはいえ、語学講師をキャリアにするつもりはな
く、現在までのところ生涯キャリアは見つけるに至っておらず、道半ばという意識を持っている。
また、帰国するか否か、また帰国する場合の時期も現段階では決めていない。この将来のキャリア
と居場所のビジョンの不明確さゆえに、Ｃさんは自分のケースについて典型的なギャップイヤーと
はいえないのではないかと考えている。次にどこでなにをするか明確なビジョンをもっていないと
いうことは「ふたつのライフステージの間の活動」というギャップイヤーの定義の前提である「戻
る位置」が不明だからだ。
④ 調査協力者Ｄさん
　ドイツ出身の男性で20代後半のＤさんは、日本語専攻の大学生である。卒業を目前に交換留学
中で、インタビューは来日して１年近く経過し帰国を控えた時点で行なわれた。帰国後は遅滞なく
卒業し、再び来日することを希望している。

99_学会誌本文_ALL.indd   160 15/11/30   20:04



—�161�—

国際経営・文化研究　Vol.20 No.1　November  2015

7

　彼が在籍するドイツの大学では、交換留学は通常２年次に行うものだが、彼は卒業年度末期に留
学した。通常は卒業して就職する時期だが、それを遅らせて来日したのである。制度上１年後の帰
国が想定されているとはいえ、実質的には、学業と就職の間のギャップイヤーである。
　Ｄさんは子どもの頃からアニメを通じて日本文化に触れていたが、高校生のときにインパクトが
特に強いアニメに出会ったために日本に対する興味が強くなり、市民講座を利用して日本語を学び
始め、ドイツ国内の２つの大学で日本語を専攻した。第１の大学で日本語が思うように修得できず、
自習に集中するために休学したが学習は進まなかったため、退学して２年間就労した。働き始めた
当初は勉強から離れ働くことや人々との交流を楽しんだが、長時間労働による健康被害の懸念が生
まれ、また当時の仕事が一生のキャリアとは思えず、別の大学に入学しなおし、再び日本語を専攻
した。第２の大学では第１の大学での知識や技能の蓄積に加え、交友関係を最小限に絞り勉学に集
中したため、良好な成績で卒業に向け順調に進級することができた。また、在学中にドイツで出会
った日本人とともに日本に２ヶ月滞在したこともある。
　優秀な成績をおさめることができた大学での日本語学習であったが、日本語を実際に使う場があ
まりなかったため、日本語を使うことができる環境に身をおく方法のうち最も費用がかからない手
段として交換留学制度を利用した。しかし、来日後に予想とは異なる事態が続き、インタビュー時
点では大学は居場所ではなくなっていた。
　留学中の大学には留学生向けに彼が得意な英語による講義も用意されていたが、彼は日本人学生
と同じ講義を受けることを希望し、日本語で行なわれる講義を履修していた。これらの講義の予習
復習にかなりのエネルギーを割いていたところ、重要な人間関係が崩壊し鬱状態になり、学習意欲
が急速に低下して予習復習が滞り、日本語での講義が理解しきれない状態に陥ってしまった。また、
就職を常に意識して好成績をキープし就活に勤しむという、日本人学生の典型的な行動パターンは、
Ｂさんの視点から見ると学生の本来あるべき姿ではなく、彼らとの交友関係を築く気が起きなくな
った。これらの事情で大学から足が遠のくようになり、アルバイト中心の生活を送るようになって
いたのである。
　日本でのアルバイトは居住地にある宿泊施設の受付で、宿泊者とのコミュニケーションがあるだ
けではなく、経営者や同僚を含んだ地域住民との関わりが強くなっていた。居住地は来日前にドイ
ツで複数の友人の推薦があった、東京23区内の住宅地に隣接した商店街を選んだ。リベラルな住
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分の想像を超えるような経験をしている人々との出会いが多く、それを面白いと思っている。
　英語学校の講師として順調に仕事を進めているとはいえ、語学講師をキャリアにするつもりはな
く、現在までのところ生涯キャリアは見つけるに至っておらず、道半ばという意識を持っている。
また、帰国するか否か、また帰国する場合の時期も現段階では決めていない。この将来のキャリア
と居場所のビジョンの不明確さゆえに、Ｃさんは自分のケースについて典型的なギャップイヤーと
はいえないのではないかと考えている。次にどこでなにをするか明確なビジョンをもっていないと
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判断能力等、働くために必要な能力向上の実感も述べられた。
　ｂ　想定外のできごとへの対処
　ギャップイヤー中には予想外の出来事や予定変更が起こることが多い。Ａさんはイギリス人以外
に友人ができることは思っていなかったがギャップイヤー中に外国人の友人を得、健康上の懸念が
発生し旅程が変わり、大学での専攻を再考し進学先も変えた。Ｂさんは異国で仕事をするというか
なりインパクトがあるはずの生活の中でも自分の性格が変わらないことに驚きを感じていた。Ｄさ
んは滞在の目的が変わっている。もともと、学んだ日本語を使うための手段としての留学であった
とはいえ、思いがけない出来事がきっかけとなり、大学に通わず居住地のコミュニティでの就労と
人々との交流にほとんど全ての時間を費やすようになっていた。
　ｃ　ブレイク
　緊張からの開放や次の段階のための心理的エネルギーの蓄積等、ある種のブレイクの効果もギャ
ップイヤーにはあるようだ。Ａさんはギャップイヤーの目的のひとつに学業からの休みを挙げ、Ｃ
さんとＤさんはひとところに数ヶ月以上留まって暮らす時間が長くなり、地元コミュニティとの関
わりの度合いが高まっていた。
　ｄ　海外渡航への慣れ
　出身国、年齢、出発前の職業など背景が異なる調査協力者たちであるが、ギャップイヤーを実行
する背景に海外渡航に対する慣れがあることは共通している。今回の調査協力者は、ギャップイヤ
ーの社会的認知度が高い社会で生まれ育つ、あるいは事前に旅・留学・ワーキングホリデイといっ
た形で渡航経験がある人たちであった。
　ｅ　インターネットの活用
　調査協力者たちは事前の情報収集や仕事やツアーへの応募をインターネットを通じて行い、ギャ
ップイヤー中もメールやインターネット電話を活用しており、webが情報源や通信の手段として盛
んに活用されていることも共通している。

５．考察
　この項では研究の目的に沿って、ギャップイヤー実践者のギャップイヤー経験に対する認識のあ
りかたと、留学とギャップイヤーの相違点を明らかにするために、調査結果と先行研究を対比しな
がら整理し、「学び」の視点でギャップイヤーの意義を検討する。

５．１．ギャップイヤー実践のパターン
　ギャップイヤーの形は様々である。今回の調査では、目的先行の計画的ギャップイヤーと、海外
渡航の当初の目的や計画が変わり結果としてギャップイヤーになるパターンが見出された。また、
当初の目的と成果が合致しているパターンも、目的と実践にずれが見られるものも、通常の生活を
離れることが目的で成果を想定しないものもあった。ギャップイヤー後の見通しにも異なるパター
ンがあり、地理的・社会的な意味で戻る場を想定しているケースと、それを想定していないケース
があった。ギャップイヤーのミニマムの定義を「通常の生活を離れ、海外渡航して何らかの活動を
すること」としてみると、今回の調査では、そこに何らかの学びや成長が認められることは共通し
ているが、ギャップイヤーという事象のありかたは多様で柔軟に変化するものであった。結果の項
で述べたように、ギャップイヤーは途中で想定外のことが起こり、ギャップイヤーそのものが計画
になかった形に変化することもあった。このような不確実な状況に対処するには心理的な回復力が
要求されるだろう。
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いは日本関係の分野での研究職に就くことを目指していたが、留学中に前述のうつ状態に陥って以
来、そのビジョンが消失してしまい、ビジョンの形成は今後の課題として残っている。留学先大学
の学生気質に対する批判的コメントにもみられたように、彼には卒業後 “サラリーマン” になりた
くないという気持ちがある。卒業後できるだけ早くワーキングホリデイ制度を使って日本に戻り、
起業を目指すのが現在の計画だが、これも変更の可能性があり、企業に勤める可能性があることは自
覚している。

４．２．インタビュー全体
　この項では、前項で示した個別のインタビュー結果を統合することによって見出されたカテゴリ
ーを、個人別テーマと調査協力者間に共通の経験とに分けて述べる。質的研究ではカテゴリー化（デ
ータのグループ分け、ラベル付け、関係付け）が研究者によって行なわれるため、調査結果と考察
を完全に分離することは困難であるといわれている。この項ではデータのカテゴリー化を筆者が行
なっていることを自覚しつつ、それぞれのカテゴリー内の情報については、調査協力者が述べた内
容を可能な限り客観的に報告する。
① 個人別テーマ
　ここではまず、各人各様のギャップイヤーに対する個人別の焦点の当て方の違いについて述べる。
調査協力者それぞれが話をするとき、彼らが特に注目する点については話される時間的長さが他の
点より長く、繰り返し述べられている。Ａさんは自立、Ｂさんは能力形成、Ｃさんは自立とキャリ
ア形成、Ｄさんは渡航目的の変化と地域コミュニティ参加がテーマとなっていた。
　Ａさんの語りのテーマは自立であった。人間として成熟することを目的として挙げ、ギャップイ
ヤーを通じて自分が成長し、親の庇護から自立できたことを成果として述べており、目的通りの成
果を得たギャップイヤーである。
　Ｂさんが主に述べていたのは、海外での職業経験による就業能力の向上であった。状況判断力に
加え、日本社会の客観視の深化、自他の理解の深化、異文化の境界線の際立ちのしくみへの気づき
等、異文化理解の認知面の能力が向上したことを自覚しており、Ａさんと同様に事前の目的に合致
した成果を得て帰国した。
　Ｃさんは、自立とキャリア形成について語ることが多かった。親からの自立と前職の不満を解消
するためのキャリア探索を求めて来日し、業務を順調に進め自己肯定感が形成されているが、もと
もと目的が探索的であるため、目的合致かどうかは問えない。
　Ｄさんは、日本語を使用することによる能力（日本語力）の向上という来日目的は達しているが、
その手段であった留学という形式上の目的は変化し、地域コミュニティ参加について盛んに語って
いた。
② 共通の経験
　各人各様の意味をもつギャップイヤーであるが、調査協力者間に共通するギャップイヤーの機能
もある。
　ａ　成長
　典型的ライフステージから一時的に離れたプロセスの中での自己の成長を語るという点は、どの
調査協力者にも共通していた。就労、在学、旅、現地での生活の過程で、対立や葛藤といった否定
的な経験とともに、母国では味わうことのできない肯定的な経験を積んでいる。出身国との物理的
距離の確保による親からの自立、既存の親密な友人関係の不在による新しい対人関係の形成といっ
た私的な側面の変化に加え、外国人顧客のニーズ分析やニーズ対応、母語が使えない状況での状況
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判断能力等、働くために必要な能力向上の実感も述べられた。
　ｂ　想定外のできごとへの対処
　ギャップイヤー中には予想外の出来事や予定変更が起こることが多い。Ａさんはイギリス人以外
に友人ができることは思っていなかったがギャップイヤー中に外国人の友人を得、健康上の懸念が
発生し旅程が変わり、大学での専攻を再考し進学先も変えた。Ｂさんは異国で仕事をするというか
なりインパクトがあるはずの生活の中でも自分の性格が変わらないことに驚きを感じていた。Ｄさ
んは滞在の目的が変わっている。もともと、学んだ日本語を使うための手段としての留学であった
とはいえ、思いがけない出来事がきっかけとなり、大学に通わず居住地のコミュニティでの就労と
人々との交流にほとんど全ての時間を費やすようになっていた。
　ｃ　ブレイク
　緊張からの開放や次の段階のための心理的エネルギーの蓄積等、ある種のブレイクの効果もギャ
ップイヤーにはあるようだ。Ａさんはギャップイヤーの目的のひとつに学業からの休みを挙げ、Ｃ
さんとＤさんはひとところに数ヶ月以上留まって暮らす時間が長くなり、地元コミュニティとの関
わりの度合いが高まっていた。
　ｄ　海外渡航への慣れ
　出身国、年齢、出発前の職業など背景が異なる調査協力者たちであるが、ギャップイヤーを実行
する背景に海外渡航に対する慣れがあることは共通している。今回の調査協力者は、ギャップイヤ
ーの社会的認知度が高い社会で生まれ育つ、あるいは事前に旅・留学・ワーキングホリデイといっ
た形で渡航経験がある人たちであった。
　ｅ　インターネットの活用
　調査協力者たちは事前の情報収集や仕事やツアーへの応募をインターネットを通じて行い、ギャ
ップイヤー中もメールやインターネット電話を活用しており、webが情報源や通信の手段として盛
んに活用されていることも共通している。

５．考察
　この項では研究の目的に沿って、ギャップイヤー実践者のギャップイヤー経験に対する認識のあ
りかたと、留学とギャップイヤーの相違点を明らかにするために、調査結果と先行研究を対比しな
がら整理し、「学び」の視点でギャップイヤーの意義を検討する。

５．１．ギャップイヤー実践のパターン
　ギャップイヤーの形は様々である。今回の調査では、目的先行の計画的ギャップイヤーと、海外
渡航の当初の目的や計画が変わり結果としてギャップイヤーになるパターンが見出された。また、
当初の目的と成果が合致しているパターンも、目的と実践にずれが見られるものも、通常の生活を
離れることが目的で成果を想定しないものもあった。ギャップイヤー後の見通しにも異なるパター
ンがあり、地理的・社会的な意味で戻る場を想定しているケースと、それを想定していないケース
があった。ギャップイヤーのミニマムの定義を「通常の生活を離れ、海外渡航して何らかの活動を
すること」としてみると、今回の調査では、そこに何らかの学びや成長が認められることは共通し
ているが、ギャップイヤーという事象のありかたは多様で柔軟に変化するものであった。結果の項
で述べたように、ギャップイヤーは途中で想定外のことが起こり、ギャップイヤーそのものが計画
になかった形に変化することもあった。このような不確実な状況に対処するには心理的な回復力が
要求されるだろう。
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という学びが起きる土壌を提供していると考えることができる。

５．５．ギャップイヤーの成果の社会的認知
　ギャップイヤーが普及している国では、概ね肯定的な社会的評価がある。先行研究でも雇用者の
肯定的評価や大学がギャップイヤー経験者の主体性や学習動機の高さを評価していることが述べら
れているが、今回の調査でも、Ａさんのケースではギャップイヤー後により入学が難しい大学への
進学が実現している。ただし、近年、大学や企業がギャップイヤーの大衆化に伴う質の変化に対応
し、ギャップイヤーに対する評価を厳正化しつつあることは先行研究でも今回の調査のＤさんのケー
スでも明らかになっている。
　一方、ギャップイヤー概念がまだ充分に普及していない日本において、Ｂさんはギャップイヤー
経験を生かした就職をしているわけではない。これは日本でのギャップイヤーの社会的認知の低さ
を表していると考えることができるだろう。今後、ギャップイヤーそのものや、ギャップイヤー入
試の宣伝を通じて、経験者数が増加することにより社会的認知が進むだろう。
　欧米でのギャップイヤーに対する評価の厳正化と日本での社会的認知の向上の必要性を鑑みる
と、今後はNPO団体等による評価・証明書発行制度や大学等の関係者の推薦書発行等の方策等、
ギャップイヤーの質保証を考える必要もあるだろう。

５．６．留学とギャップイヤーの相違点
　この項では上記５．１．から５．５．で述べた内容を活用してギャップイヤーを留学と比較し、留
学とは異なるギャップイヤーの特徴を明らかにする。
① 渡航先の選択肢の広さ
　まずギャップイヤーは渡航先が留学よりも限定されにくく、選択肢の巾が広い。留学は発展途上
国から先進国へ、あるいは先進国から先進国へという人の流れで、いずれにしても行き先は先進国
であることが多い。一方、ギャップイヤーの渡航先は先進国に限定されることがなく、国際交流の
視点で見ると、人の流れの双方向性がより高い。
② 制約の少なさ
　留学は学位や資格取得という明確な目的のもと、知識と技能の向上を図るため、多少の旅や経験
が伴うにしても、渡航先では勉学に集中することになる。一方、ギャップイヤーは大学や企業のよ
うな組織の外で実践される部分が多いため、目的や活動が多様で組み合わせ可能であり、途中での
計画変更の可能性もある。また、渡航先での時間的制約も少ない。
③ 経験の質
　教育の役割は、個人の成長、知識の洗練、労働者としての能力向上、市民（社会構成者）として
の能力の育成であった（Bartlett & Burton，2012）。もちろん留学ではこれらの成果を得ることが
できることは疑いないが、ギャップイヤーでは主体性、回復力、納得に至る学び、社会性という点
で留学に勝る学びが起きる可能がある。
　教育機関が提供する制度やサポートの中で行われる留学に比べ、ギャップイヤーは企画の段階か
ら実践者が主体的に動かなければ実現しない。また、制度の外にあるため予測できない事態が起こ
る可能性も高く、心理的回復力が涵養される機会になるだろう。時間的制約の少ないギャップイヤ
ーでは自分の経験について時間をかけ幾度も省察する機会をもつことが可能であるため各自が納得
するような理解の枠組みの変化が起きることもあり、留学よりも認知面で深い学びにつながる可能
性がある。
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５．２．能力向上とギャップイヤーによって得られる自己肯定感
　いずれの調査協力者のインタビューでも、個人の成長が語られた。ギャップイヤーを実践するた
めには、事前の情報収集、交通や宿舎や仕事の手配等、主体性が問われる。親からの自立、言語能
力、異文化対応力、対人コミュニケーション能力、業務遂行能力、困難の克服と回復力等、様々な
能力の向上とそれに伴う自己肯定感が語られた。
　調査協力者は10代後半から20代後半の年齢でいずれも成人初期にあたり、人生の中でも特に将
来のビジョンを形成するため、職業面と心理面の能力を向上させ、自己を確立させることが課題と
なる時期にある。また、日本でいうグローバル人材養成の喧伝と同様に、先進各国でも労働市場に
おける自分の価値の向上は個人にとって喫緊の課題である。人材としての能力向上や自己肯定感の
獲得は彼らの世代的課題を表しているとともに、社会的要請を反映していると解釈できる。ギャッ
プイヤーで培われる能力について実践者が直接述べたものと分析の結果わかったものを整理すると下
記のようになる。

Ａ　経験対応力：自立、主体性、柔軟性、回復力
Ｂ　コミュニケーション力：外国語、対人関係形成・維持・発展
Ｃ　就労観：就労経験 → 就労の現実感、就労の解釈の変化、社会のしくみの理解
Ｄ　社会性：コミュニティ参加、異文化能力（母国の相対視、寛容性、開放性）

５．３．市民性涵養の課題
　個人の能力向上に対して強い興味が示される一方、個人と社会的課題の関係については文化差以
外の点で語られることはなかった。廣瀬（2013）のいう市民性のなかで、「他者尊重、異質性・多
様性への寛容、自己責任」は、今回の調査の中で異文化状況での他者との距離の取り方や、親から
の自立という形で現れたが、いずれも過去の親との関係や眼前で展開する対人関係に関わる認識に
ついて語られているのであり、社会的正義、人権といった、直接目にする範囲を超えた少し大きな
レベルでの、批判的思考を要求する社会的課題については関心が示されていない。個人と社会の関
係に対する関心の形成は、他者からの働きかけや、社会的課題を自ら経験することなどがなければ
なかなか関心が向きにくい時期であるのかもしれない。また、個人の能力向上を喧伝する社会的状
況において、市民性には目が向きにくいと解釈することもできるだろう。第２次大戦後ギャップイ
ヤーが始まった時点ではプログラムの目的であった地球市民育成が、現在では前面に出てくること
が少ないイギリスの事情と共通している。

５．４．ギャップイヤーの柔軟性
　ギャップイヤーは制度でなく主体的に実施する行動であるため、実施年齢、目的、渡航先、期間、
活動等に制約が少ない。人生のどの時期でも、各自が適切だと思った時期に、学位等の物理的な成
果をもたらさなくとも、単にライフステージの一休みといったブレイクの形でも行なえる。渡航先
も先進国に限らず、アルバイト、旅、インターシップ、ボランティア活動、語学研修等、複数の活
動を組み合わせることが可能である。
　また、時間の使い方を実践者が調整できるため、納得がいくまで特定の事柄に時間を使うことが
でき、自らの経験に対する省察や他者の観察をする時間的・心理的余裕を持つことができ、腑に落
ちるという形の学びが起きる土壌があると考えることもできる。ギャップイヤーの柔軟性と時間的、
心理的余裕は、クライトンのいう、「経験によってもたらされる思考、価値観、態度の持続的な変化」
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　一方、ギャップイヤー概念がまだ充分に普及していない日本において、Ｂさんはギャップイヤー
経験を生かした就職をしているわけではない。これは日本でのギャップイヤーの社会的認知の低さ
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試の宣伝を通じて、経験者数が増加することにより社会的認知が進むだろう。
　欧米でのギャップイヤーに対する評価の厳正化と日本での社会的認知の向上の必要性を鑑みる
と、今後はNPO団体等による評価・証明書発行制度や大学等の関係者の推薦書発行等の方策等、
ギャップイヤーの質保証を考える必要もあるだろう。

５．６．留学とギャップイヤーの相違点
　この項では上記５．１．から５．５．で述べた内容を活用してギャップイヤーを留学と比較し、留
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ら実践者が主体的に動かなければ実現しない。また、制度の外にあるため予測できない事態が起こ
る可能性も高く、心理的回復力が涵養される機会になるだろう。時間的制約の少ないギャップイヤ
ーでは自分の経験について時間をかけ幾度も省察する機会をもつことが可能であるため各自が納得
するような理解の枠組みの変化が起きることもあり、留学よりも認知面で深い学びにつながる可能
性がある。
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５．２．能力向上とギャップイヤーによって得られる自己肯定感
　いずれの調査協力者のインタビューでも、個人の成長が語られた。ギャップイヤーを実践するた
めには、事前の情報収集、交通や宿舎や仕事の手配等、主体性が問われる。親からの自立、言語能
力、異文化対応力、対人コミュニケーション能力、業務遂行能力、困難の克服と回復力等、様々な
能力の向上とそれに伴う自己肯定感が語られた。
　調査協力者は10代後半から20代後半の年齢でいずれも成人初期にあたり、人生の中でも特に将
来のビジョンを形成するため、職業面と心理面の能力を向上させ、自己を確立させることが課題と
なる時期にある。また、日本でいうグローバル人材養成の喧伝と同様に、先進各国でも労働市場に
おける自分の価値の向上は個人にとって喫緊の課題である。人材としての能力向上や自己肯定感の
獲得は彼らの世代的課題を表しているとともに、社会的要請を反映していると解釈できる。ギャッ
プイヤーで培われる能力について実践者が直接述べたものと分析の結果わかったものを整理すると下
記のようになる。

Ａ　経験対応力：自立、主体性、柔軟性、回復力
Ｂ　コミュニケーション力：外国語、対人関係形成・維持・発展
Ｃ　就労観：就労経験 → 就労の現実感、就労の解釈の変化、社会のしくみの理解
Ｄ　社会性：コミュニティ参加、異文化能力（母国の相対視、寛容性、開放性）

５．３．市民性涵養の課題
　個人の能力向上に対して強い興味が示される一方、個人と社会的課題の関係については文化差以
外の点で語られることはなかった。廣瀬（2013）のいう市民性のなかで、「他者尊重、異質性・多
様性への寛容、自己責任」は、今回の調査の中で異文化状況での他者との距離の取り方や、親から
の自立という形で現れたが、いずれも過去の親との関係や眼前で展開する対人関係に関わる認識に
ついて語られているのであり、社会的正義、人権といった、直接目にする範囲を超えた少し大きな
レベルでの、批判的思考を要求する社会的課題については関心が示されていない。個人と社会の関
係に対する関心の形成は、他者からの働きかけや、社会的課題を自ら経験することなどがなければ
なかなか関心が向きにくい時期であるのかもしれない。また、個人の能力向上を喧伝する社会的状
況において、市民性には目が向きにくいと解釈することもできるだろう。第２次大戦後ギャップイ
ヤーが始まった時点ではプログラムの目的であった地球市民育成が、現在では前面に出てくること
が少ないイギリスの事情と共通している。

５．４．ギャップイヤーの柔軟性
　ギャップイヤーは制度でなく主体的に実施する行動であるため、実施年齢、目的、渡航先、期間、
活動等に制約が少ない。人生のどの時期でも、各自が適切だと思った時期に、学位等の物理的な成
果をもたらさなくとも、単にライフステージの一休みといったブレイクの形でも行なえる。渡航先
も先進国に限らず、アルバイト、旅、インターシップ、ボランティア活動、語学研修等、複数の活
動を組み合わせることが可能である。
　また、時間の使い方を実践者が調整できるため、納得がいくまで特定の事柄に時間を使うことが
でき、自らの経験に対する省察や他者の観察をする時間的・心理的余裕を持つことができ、腑に落
ちるという形の学びが起きる土壌があると考えることもできる。ギャップイヤーの柔軟性と時間的、
心理的余裕は、クライトンのいう、「経験によってもたらされる思考、価値観、態度の持続的な変化」
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注
ⅰ　ギャップイヤーは個人的な慣行として行なわれることが多いが、近年イギリスでも大学と外部団体が連携してギ

ャップイヤープログラムの開発を行う例も出てきている。

ⅱ　一定の年齢の以下の国民を対象に相互に期間限定の就労ビザを提供しあう２国間協定。

（受理　平成27年９月２日）
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６．おわりに
　グローバル化、知識社会化、変化の速さが顕著な現代社会では、個人の職業遂行能力の向上の必
要性が喧伝されている。その是非は脇におくとして、ギャップイヤーが海外渡航を伴う学びの機会
としてどのような可能性を持っているか考えてみると、ギャップイヤーは制度外という特性によっ
て、主体性や心理的回復力の涵養という面でグローバル人材能力の向上につながる可能性がある。
また、実施時期や目的、活動内容も柔軟に設定でき、生涯学び続ける機会になるであろうし、見方
を変えれば、流動性が高まる現代の雇用状況の中で息抜きあるいは方向転換を図るステップとして
も機能すると考えることもできる。さらに、渡航先も先進国に限定されず、草の根国際交流の双方
向性の向上にも寄与する可能性がある。つまり、ギャップイヤーは現代社会の諸要求にこたえる可
能性があるのではないだろうか。
　また、今後の海外渡航を伴う学びの場として、留学と並ぶ選択肢になる可能がある。国際交流に
関する先進国共通の悩みは、留学に出かける自国学生の少なさである。世界の留学生数は増加して
いるのだが（OECD，2014）、それは発展途上国から先進国に向かう一方的な流れを示すもので、
先進国間の留学交流は政策的後押しがあってやっと成り立っている状態である。今後、発展途上国
が先進国化し、国内の高等教育の発達による留学の相対的魅力の低下により留学に出かける学生が
減少することがあれば、学びを伴う海外渡航の手段として柔軟性の高いギャップイヤーの形式に注
目が集まる可能性も考えられる。
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